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本号の概要 

調査船白山丸のスルメイカ調査結果 （期間：5月8日～16日） 

 スルメイカの来遊は日本海中央部では少なく、能登半島沿岸では比較的良好です。 

 魚体サイズは前年および過去5年平均より小さめでした。 

小型いか釣りのスルメイカ水揚状況 （期間：5月1日～5日20日） 

 水揚量は前年を上回り、過去5年平均を下回りました。 

 水揚げの主体は30尾入りと40尾以上入りであり、魚体は小さめです。 

水産総合センター・トピックス 

 「リュウグウノツカイではありません・・・」「ＧＷの人気者 シマフグ」 

調査船白山丸のスルメイカ調査結果 （期間：5月8日～16日） 

■ 調査船白山丸は5月8日から16日に能登半島沖から日本海中央部（大和堆付近とその南方）で

イカ釣り操業を行いました。スルメイカの分布密度の指標であるCPUE（釣機1台1時間当たりの漁獲

尾数）は日本海中央部では0.0～12.0尾と低く、能登半島沿岸では5.7～155.9尾と比較的高かっ

たことから、調査時点においては、スルメイカの来遊は沖合では少なく、能登半島沿岸では比較的良

好と考えられます。本調査で漁獲したスルメイカの外套長（魚体サイズの指標）の平均値は16.3cm

であり、魚体は前年（17.1cm）および過去5年平均（18.4cm）より小さめでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査船白山丸イカ釣り調査結果

操業日 操業位置 漁獲尾数 CPUE 外套長範囲（主な魚体） 表面水温 50m水温

5月08日 37-29.5N, 136-16.2E 1,193 10.0  13～22cm（16cm） 14.0℃ 12.19℃ 

5月09日 38-40.7N, 135-41.0E 154 1.2  10～18cm（16cm） 13.9℃ 13.05℃ 

5月10日 39-17.9N, 134-33.0E 1,512 12.0  12～18cm（15cm） 12.7℃ 9.40℃ 

5月11日 38-53.3N, 133-50.1E 660 5.2  12～18cm（15cm） 16.0℃ 11.76℃ 

5月12日 38-00.8N, 133-54.8E 5 0.0  14～17cm（15cm） 16.3℃ 14.32℃ 

5月13日 37-29.6N, 135-12.3E 38 0.4  10～18cm（16cm） 15.5℃ 11.84℃ 

5月14日 38-00.4N, 135-48.5E 219 1.7  12～19cm（17cm） 15.0℃ 12.41℃ 

5月15日 37-58.2N, 136-36.8E 17,466 155.9  12～20cm（17cm） 15.2℃ 12.11℃ 

5月16日 37-57.1N, 136-57.0E 358 5.7  11～19cm（14cm） 16.9℃ 12.54℃ 

CPUE：釣機1台1時間当たりの漁獲尾数、 主な魚体：漁獲尾数の多かったイカの外套長



小型いか釣りのスルメイカ水揚状況 （期間：5月1日～20日） 

■ 本県沿岸の小型いか釣漁船によるスルメ

イカの水揚げは中盤にさしかかってます。5月

1日から5月20日の県内水揚量は260トン

で、前年の71トンを上回り、過去5年平均の

338トンを下回っています。水揚げは5月上旬

は低調でしたが、5月12日以降、上向いてき

ました。5月21日現在、主な漁場は西海・門

前・輪島沖にあります。 

■ 銘柄（1箱当たりの入り尾数）別の箱数割

合をみると、今年は30尾入りと40尾以上入り

が全体の89％を占めており、前年および過去

5年平均に比べて魚体は小さめです。 

石川県周辺海域の水温 （期間：5月17日～21日） 

■ 沿岸の海面水温 5月21日の本県周辺（海岸線より30海里

程度）の海面水温は16～17℃台で、過去5年平均との差は＋

0.5～＋1.0℃程度でした。 

■ 沿岸観測ブイの水温 今期の水温は15.8～17.6℃で、5月

上旬から約1.8℃上昇しました。前年同時期との差は－0.5～＋

0.7℃、過去3年平均との差は－0.4～＋0.7℃でした。 

■ 港内の水温 今期の水温は17.0～21.0℃で、前年同時期と

の差は＋0.7～＋4.9℃、過去3年平均との差は＋0.6～＋3.2℃

でした。 

石川県主要港の水揚状況 （期間：5月1日～15日） 

■ 定置網 マイワシ・ガンド・カタクチイワシ・スルメイカは前年を上回り、フグ類は前年並み、ブリ・フクラ

ギ・マアジは前年を下回りました。マダイは16トン水揚げされました。4月前半から5月前半までの累計は

33トンで、前年（43トン）および過去5年平均（72トン）を下回りました。 

■ まき網 サバ・マアジ・マダイ等がわずかに

水揚げされました。 

■ 底びき網・ごち網 ニギス・アマエビは前年

を上回り、ハタハタ・アカガレイは前年並みでし

た。 

■ 刺し網・釣り・その他 ベニズワイガニ・サザ

エ・ガンドは前年並みでした。 
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集計期間 5月1日～5月15日　（水揚量の単位はトン）

珠洲 七 尾

地区 地 区 本年 前年

 定置網

まいわし 0.0 0.3 422.0 517.0 230.5 1169.7 934.3

ぶり 3.8 0.0 8.2 5.4 4.2 18.0 18.9 58.5 76.0

がんど 0.0 8.7 18.4 4.3 11.7 10.6 53.7 20.4

ふくらぎ・こぞくら 0.7 27.4 0.4 0.0 0.9 4.2 33.6 45.0

ふぐ類 0.3 0.0 21.5 0.3 0.7 2.7 2.6 28.1 26.8

かたくちいわし 0.1 0.2 20.2 20.5 1.6

まあじ 3.6 0.2 0.9 1.7 1.4 2.5 10.3 20.5 40.7

するめいか 0.0 0.0 0.0 0.1 2.1 13.8 16.1 4.4

まだい 0.6 1.8 1.3 0.7 2.1 9.5 15.9 20.5

さば 0.0 1.7 0.5 0.8 1.5 3.0 7.6 13.3

その他 5.6 0.4 4.5 6.0 2.6 12.9 18.1 50.1 58.3

合　計 14.6 0.6 74.7 34.2 437.0 571.6 341.6 1474.4 1241.5

 まき網

さば ―　 5.5 ―　 5.5 38.3

まあじ ―　 2.9 ―　 2.9 12.4

まだい ―　 1.9 ―　 1.9 0.1

ひらまさ ―　 0.3 ―　 0.3 0.0

さこだい(ﾁﾀﾞｲ) ―　 0.2 ―　 0.2

その他 ―　 0.3 ―　 0.3 79.8

合　計 ―　 11.1 ―　 11.1 130.6

 底びき網・ごち網

にぎす 0.7 20.6 47.2 0.1 0.3 ―　 68.9 31.1

あまえび 10.8 26.9 0.3 6.4 3.5 ―　 47.8 38.7

はたはた 2.2 0.0 0.8 3.9 16.7 5.0 ―　 28.6 30.8

あかがれい 9.8 5.5 3.2 8.5 0.2 ―　 27.2 31.8

ふぐ類 0.1 0.1 23.5 0.0 ―　 23.7 36.5

その他 11.5 11.0 8.9 33.9 3.1 0.7 ―　 69.1 58.9

合　計 35.0 64.1 83.8 52.8 23.8 5.7 ―　 265.3 227.7

 刺網・釣り・その他

べにずわいがに 36.5 11.4 47.9 46.5

さざえ 0.7 0.6 3.6 1.1 6.0 5.6

がんど 1.9 1.1 1.4 0.1 4.5 4.0

さより 0.0 0.3 2.7 1.1 4.0 2.7

まだこ 0.0 0.0 0.1 1.2 1.6 3.0 4.0

まだい 0.1 0.0 0.2 0.1 0.5 1.6 0.3 2.8 4.0

ふぐ類 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 0.1 2.5 4.3

やなぎばちめ(ｳｽﾒﾊﾞﾙ) 0.0 0.2 1.4 0.1 0.1 0.2 0.2 2.1 15.2

その他 3.4 3.4 6.4 0.6 2.2 4.8 5.5 26.4 61.1

合　計 3.6 40.2 24.3 0.8 4.8 15.4 9.9 99.1 147.3

 小型いか釣り

するめいか20入り 0.4 0.4 0.0 0.8 2.6

するめいか25入り 2.0 1.3 0.0 0.0 0.1 3.5 9.7

するめいか30入り 4.3 2.6 0.1 0.1 7.1 27.9

するめいか40入り以上 0.9 0.9 0.0 0.1 0.2 2.1 19.2

合　計 7.6 5.3 0.1 0.1 0.4 13.5 59.4

 総　計 53.2 112.6 188.1 99.0 465.8 593.2 351.5 1863.3 1806.4

注：宇出津は松波港を含む、富来・輪島は一部未集計

宇出津
期間合計

橋 立 金 沢 富 来 輪 島
水揚港

魚 種

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



リュウグウノツカイではありません・・・ 

■ 5月10日に能登町の定置網から水産総合センターに最近話題になっているリュウグウノツカイに似

た魚が獲れたとの報告がありました。そこ

で、水産総合センターで詳しく調べてみる

と残念ながらリュウグウノツカイの仲間で

あるサケガシラ属の幼魚だとわかりまし

た。日本周辺のサケガシラ属にはサケガシ

ラとテンガイハタの2種が存在しますが、幼

魚は外見での判別が難しいため、今回は

サケガシラ属の1種としました。 

■ サケガシラ属の仲間とリュウグウノツカ

イはよく似ていますが、成魚で比べるとリュ

ウグウノツカイは腹びれや頭近くの背びれ

が大きいことや成魚の 大きさが最大で

11mと大きくなることなどで容易に見分け

られます。しかし、サケガシラ属の仲間の幼

魚も背びれや腹びれが大きく、リュウグウノ

ツカイと似た形をしています。そのため、リ

ュウグウノツカイでは？と思われたのかもし

れません。（川畑 達） 

ＧＷの人気者 シマフグ 

■ 改元ＧＷでは、当センターに併設する「うみと

さかなの科学館」も多くの来館者で賑わいまし

た。来館者に意外と人気があったのが、右の写

真の“ふぐ”です。派手な縞模様にふぐ独特の愛

らしい泳ぎ方が人気の理由かもしれません。この

“ふぐ”その名（標準和名）をシマフグといいま

す。シマフグは、南の暖かい海域に分布してお

り、石川県周辺では定置網にごく稀に入網する

程度の魚でした。ところが、昨年あたりから急激

に数が増えてきて、1日に数百尾以上入網するこ

ともたびたび見られます。他の“ふぐ”に比べてま

だまだ市場価値は低いですが、ふぐ王国“いしかわ”の新たなメンバーとなるかもしれません。 

■ 「うみとさかなの科学館」（入館料：無料）では、シマフグ水槽を6月限定で展示しております。愛ら

しく泳ぐ姿を是非ご覧になってくだい。（辻 俊宏） 


